
　　　　

2024 年 10 月 15 日

8 時 30 分から 16 時 15 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語・コミュニケーション

人間関係・社会性

・健康状態を把握します。
・基本的生活スキルの獲得のために身の回りのことを自分でできる用意にします。
・時間や空間がお子さんに分かりやすいように生活環境を整えます。

・お子さんの運動機能や感覚の感じ方に合わせて、感覚遊びを楽しめるようにします。
・さまざまな遊びや課題を通して、好ましい姿勢や身体や手先の使い方のコツを伝えます。
・声の大きさや力の調整などを促します。

・物や視覚支援を活用して指示や活動内容が分かり、安心して見通しを持った生活ができるよう支援します。
・活動を通じて物の名前・色・大小・数字の概念などの理解を促します。
・認知の偏り（こだわり）など、個々の特性に配慮した支援をします。

・ことばの理解力を育てます。（指示が分かる・模倣する）
・物の名称と言葉・行動と言葉の意味が一致に繋がるように支援します。
・身振り・手振り・ことばなどお子さんに合わせた気持ちの伝え方が身に付くように支援します。
・場面に応じた挨拶ができるように支援します。

支援方針

・個別支援計画に基づいて、必要な時に自ら発信できるように支援を行います。
・あらかじめ保護者等の同意を得たうえで事業所にお越しいただく事業所内家族支援・個別サポート、関係機関・事業所間連携等の相談支援を行います。
・身体拘束は、切迫性（拘束しなければ自身や他者の命にかかわる危険がある）、非代替性（身体拘束以外に方法がない）、一時性（あくまでも一時的である）という条件が整わなければ
実施しません。またこれらが整う場合でも、保護者等の同意を取り、会議等で検討を重ね、拘束しなくてもよい方法を検討します。
・個別支援計画に基づき外出支援（公園等）を療育のためにおこないます。
・必要に応じて、幼稚園やこども園、保育園、かかりつけ医など関係機関と情報を共有します。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容 具体的な活動や支援

事業所名 くれよん（児童発達支援） 作成日支援プログラム

主な行事等
・入園式・進級式・卒園式
・おしゃべり会（保護者勉強会）、保護者交流会
・水遊び、クリスマス会、節分

地域支援・地域連携
・相談支援事業所との連携
・幼稚園・保育所、医療機関等専門機関との連携

職員の質の向上
・外部研修の受講や事業所内研修を実施するとともに職員の専門的な知識
やスキル、支援の質の向上を図ります。

家族支援
・保護者面談
・お子様の特性を踏まえた関わり方の相談支援。
・お子様の発達や特性についての勉強会や保護者同士の交流の場を提供する。

移行支援 ・就園先の幼稚園、学校等との連携、引継ぎなど

本
人
支
援

・周りの人と安定した関係を作れるように支援します。
・一人遊びから並行遊び、大人が介入して行う遊びを通して徐々に社会性の発達を支援します。
・他者との遊びややり取りを楽しめるよう支援します。

・健康状態のチェック
・手洗い　　　　　　　　　・うがい
・排泄　　　　　　　　　　・着脱

・様々な感覚遊びや製作活動（粘土遊び・絵の具遊び・砂遊び・水遊び・
新聞紙・お花紙）
・運動あそび（ブランコ・遊具・平均台・バランスストーン・リズム体操
散歩・プール・お絵描き・ボタン）

・シール帳
・はじまり・終わりの会
・概念形成や学習を促す絵本や教材
・視覚支援や環境設定

・絵本、手遊び歌、紙芝居
・朝の会、帰りの会
・玩具遊び

・ふれあい遊び、小集団での活動
・おままごと、玩具遊び
・帰りの会、朝の会

なし

法人（事業所）理念・目的 ひとりひとりのいろがヒカリ★かがやくように！！（遊びの活動を通して　たのしい・うれしい・おもしろい　の経験を支援します♪）


